
（ ）
財務会計上
の短縮番号

5180

3051 2

（直近）

113.3%

0.40人 3,280 0.80人 4,280 0.10人 800 0.10人 780 18.7%

0.40人 3,280 0.40人 3,200 0.10人 800 0.10人 780 25.0%

0 0.30人 1,080 0 0 0.0%

0 0.10人 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

29.4%

国・府支出金 - 

受益者負担　 Ｂ - 

その他財源 - 

一般財源      29.4%

- 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） 件 4 5 4 1 -

（2）

（3）

（4）

選択の
理　由

(決算）

24 年度

1,434

事
業
コ
ス
ト
等

受益者負担率 Ｂ÷Ａ

非常勤職員

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

620

1,4203,857

21 年度

(決算）

22 年度

担当課長名 中　功

環境部環境にやさしい課担当部課名

良好な自然環境を生かしたまちづくり

２　事業コスト・指標値の推移

（ ）

景観保全事業

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ）

施策名

１　事務事業の概要

第1期実施計画の事業名

財務会計上の事業名

景観保全事業

事業の対象【誰（何）を】

事業の手段【どうする（させる）ことで】

景観保全区域における事業者

五月山景観保全条例に基づく、現状変更行為の指導等

事業の目的【どのような結果を得るか】

実施期間

五月山景観保全条例に基づき、みどりの景観を保全する。

事業内容の見直し 平成　　年度

　（平成　　年度～平成　　年度）（平成８年度　～　）

実施根拠

※根拠となる法令の条項までを記入 池田市五月山景観保全条例

※見直し内容を記入

アルバイト

H23/H22

577 547 654

(予算）
区　　　　　分

事　業　費（千円）

(決算）

23 年度

人　件　費 （人・千円）

支  出  合  計   Ａ

財
源

任期付短時間勤務職員
内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

4,827

3,857 4,827 1,4341,420

内　　　　　　　　容

五月山の景観を保全するうえで必要な条例
であるため。

選択の
理　由

単位

景観保全条例許可申請届出件数

３　成果の達成状況

指
標
値

区　　　　　分

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

規制行政であり、件数も少ないため。

市のシンボルである五月山のみどりを守るため、条例の周知徹底を図る。

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時　限

実 施 未 実 施

Ａ　目標に向かって順調に推移している

Ｂ　目標に向かって順調に推移していない

Ｃ　判断できない

１　事業内容・手法を改善

２　現在の事業内容を継続

３　事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

企業会計



（ ）
財務会計上
の短縮番号

5197

3051 3

（直近）

- 

0.15人 1,230 0.00人 0 0.20人 360 0.19人 324 - 

0.15人 1,230 0 0 0 - 

0 0 0.10人 360 0.09人 324 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0.10人 0 0.10人 0 - 

0 0 0 0 - 

- 

国・府支出金 - 

受益者負担　 Ｂ - 

その他財源 - 

一般財源      - 

- 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） ㎡ 57,806 0 0 10,393 ―

（2）

（3）

（4）

選択の
理　由

(決算）

24 年度

29,969

事
業
コ
ス
ト
等

受益者負担率 Ｂ÷Ａ

管理公社職員

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

0

36086,260

21 年度

(決算）

22 年度

担当課長名 岩崎　隆

環境部環境をまもる課担当部課名

良好な自然環境を生かしたまちづくり

２　事業コスト・指標値の推移

（ ）

五月山山麓・山間緑地保全事業

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ）

施策名

１　事務事業の概要

財務会計上の事業名

五月山山麓・山間緑地保全事業

事業の対象【誰（何）を】

事業の手段【どうする（させる）ことで】

市民及び利用者

要綱による保全緑地の買収、市民活動による里山の保全と活用

第1期実施計画の事業名

事業の目的【どのような結果を得るか】

実施期間

五月山の緑の保全と活用を図る。

事業内容の見直し 平成　　年度

　（平成　　年度～平成　　年度）（平成　　年度　～　）

実施根拠

※根拠となる法令の条項までを記入 五月山山麓・山間緑地の保全に関する要綱

※見直し内容を記入

アルバイト

H23/H22

85,030 0 29,645

(予算）
区　　　　　分

事　業　費（千円）

(決算）

23 年度

人　件　費 （人・千円）

支  出  合  計   Ａ

財
源

任期付短時間勤務職員
内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

0

86,260 0 29,969360

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

要綱に則って五月山の保全緑地を買い取る
事業であるため、外部委託はできない。

内　　　　　　　　容

市の貴重な財産である五月山の保全・活用
を行うために、必要な事業である。

選択の
理　由

３　成果の達成状況

指
標
値

区　　　　　分 単位

山林買収面積

要綱に基づく土地の買取申し出があっても、価格が合わないと買取がで
きない。調整をしながら、今後も身近な里山である五月山の環境保全に
努める。

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時　限

実 施 未 実 施

Ａ　目標に向かって順調に推移している

Ｂ　目標に向かって順調に推移していない

Ｃ　判断できない

１　事業内容・手法を改善

２　現在の事業内容を継続

３　事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

企業会計



（ ）
財務会計上
の短縮番号

5196

3051 4

（直近）

- 

0.00人 0 0.00人 0 0.10人 180 0.00人 0 - 

0.00人 0 0 0 0 - 

0 0 0.05人 180 0.00人 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0.05人 0 0.00人 0 - 

0 0 0 0 - 

- 

国・府支出金 - 

受益者負担　 Ｂ - 

その他財源 - 

一般財源      - 

- 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） 人 ― ― 400 ― ―

（2）

（3）

（4）

選択の
理　由

0

事
業
コ
ス
ト
等

受益者負担率 Ｂ÷Ａ

管理公社職員

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

7,610

7,7900

21 年度

(決算）

22 年度

担当課長名 岩崎　隆

環境部環境をまもる課担当部課名

良好な自然環境を生かしたまちづくり

２　事業コスト・指標値の推移

（ ）

里山保全再整備事業

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ）

施策名

１　事務事業の概要

第1期実施計画の事業名

財務会計上の事業名

里山保全再整備事業

事業の対象【誰（何）を】

事業の手段【どうする（させる）ことで】

市民

緊急雇用により、里山の環境整備及び適正な管理を行う。

事業の目的【どのような結果を得るか】

実施期間

里山の適正管理

事業内容の見直し 平成　　年度

　（平成　２３年度～平成　２３　年度（平成　　年度　～　）

実施根拠

※根拠となる法令の条項までを記入

0事　業　費（千円）

(決算）

23 年度

(予算）
区　　　　　分

(決算）

24 年度

※見直し内容を記入

内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

アルバイト

H23/H22

0 0

0

人　件　費 （人・千円）

支  出  合  計   Ａ

財
源

任期付短時間勤務職員

0 0 07,790

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

内　　　　　　　　容

緊急雇用創出事業による時限事業であるた
め。

選択の
理　由

緊急雇用創出事業は時限事業であるが、今後も里山の適正管理による
自然環境、生物多様性の保全に努める。

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

３　成果の達成状況

指
標
値

区　　　　　分 単位

緊急雇用人数

一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時　限

実 施 未 実 施

Ａ　目標に向かって順調に推移している

Ｂ　目標に向かって順調に推移していない

Ｃ　判断できない

１　事業内容・手法を改善

２　現在の事業内容を継続

３　事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

企業会計



（ ）
財務会計上
の短縮番号

5180

3051 5

（直近）

30.9%

0.60人 4,920 0.60人 3,700 0.30人 540 0.33人 612 14.6%

0.60人 4,920 0.35人 2,800 0 0 0.0%

0 0.25人 900 0.15人 540 0.17人 612 60.0%

0 0 0 0 - 

0 0 0.15人 0 0.16人 0 - 

0 0 0 0 - 

24.1%

国・府支出金 - 

受益者負担　 Ｂ - 

その他財源 - 

一般財源      24.1%

- 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） 株 21,500 21,500 21,500 21,500 21,500

（2） 本 73 72 69 69 69

（3）

（4）

選択の
理　由

3,062

事
業
コ
ス
ト
等

受益者負担率 Ｂ÷Ａ

管理公社職員

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

1,604

2,14410,323

21 年度

(決算）

22 年度

担当課長名 岩崎　隆

環境部環境をまもる課担当部課名

良好な自然環境を生かしたまちづくり

２　事業コスト・指標値の推移

（ ）

緑化事業

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ）

施策名

１　事務事業の概要

第1期実施計画の事業名

財務会計上の事業名

緑化事業

事業の対象【誰（何）を】

事業の手段【どうする（させる）ことで】

市民

植栽、草花・苗木の配布、保存樹木等管理用資材の配布

事業の目的【どのような結果を得るか】

実施期間

五月山の保全と緑化、花いっぱい運動の展開、保存樹木の管理助成、緑化意識の啓発等

事業内容の見直し 平成　　年度

　（平成　　年度～平成　　年度）（平成　　年度　～　）

実施根拠

※根拠となる法令の条項までを記入

2,450事　業　費（千円）

(決算）

23 年度

(予算）
区　　　　　分

(決算）

24 年度

※見直し内容を記入

内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

アルバイト

H23/H22

5,403 5,194

8,894

人　件　費 （人・千円）

支  出  合  計   Ａ

財
源

任期付短時間勤務職員

10,323 8,894 3,0622,144

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

市内の緑視率の調査について、業者委託が
可能。

内　　　　　　　　容

保存樹木指定数

みどりあふれるまちづくりを推進するための実
効性のある事業として必要である。

選択の
理　由

保存樹木の樹勢の低下が一部見受けられるが、今後も管理者に資材を
配布することにより、適正な管理に努めてもらう。市内の緑視率の調査に
ついては、計算方法や手法など調べていく必要がある。

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

３　成果の達成状況

指
標
値

区　　　　　分 単位

花いっぱい運動花苗配布数

一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時　限

実 施 未 実 施

Ａ　目標に向かって順調に推移している

Ｂ　目標に向かって順調に推移していない

Ｃ　判断できない

１　事業内容・手法を改善

２　現在の事業内容を継続

３　事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

企業会計



（ ）
財務会計上
の短縮番号

5180

3051 5

（直近）

67.1%

0.60人 4,920 0.60人 3,700 0.25人 2,000 0.20人 1,560 54.1%

0.60人 4,920 0.35人 2,800 0.25人 2,000 0.20人 1,560 71.4%

0 0.25人 900 0 0 0.0%

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

61.7%

国・府支出金 - 

受益者負担　 Ｂ - 

その他財源 - 

一般財源      61.7%

- 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） 株 21,500 21,500 21,500 ー ー

（2） 本 73 72 72 ー ー

（3） ㎡ 9,900 10,340 13,200 13,200

（4）

選択の
理　由

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ） （ ）

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

担当部課名 都市建設部みずとみどりの課

担当課長名 菖蒲　孝司

１　事務事業の概要

施策名 良好な自然環境を生かしたまちづくり

第1期実施計画の事業名 緑化事業

財務会計上の事業名 緑化事業

事業の対象【誰（何）を】 市民

事業の手段【どうする（させる）ことで】 植栽、花草・苗木の配布、保存樹木等管理用資材の配布

事業の目的【どのような結果を得るか】
みどり溢れるまちづくり推進のため、五月山の保全と緑化、花いっぱい運動の展開、保存樹
木の管理女性、緑化意識の啓発等、みどりの保全と緑化の推進

実施期間 （平成２３年度　～　） 　（平成　　年度～平成　　年度）

事業内容の見直し 平成２３年度

H23/H22

※見直し内容を記入 緑化推進事業が環境をまもる課へ移行したことにより、Ｈ２３より業務が分れた。

実施根拠

(予算）

※根拠となる法令の条項までを記入 都市公園法、池田市都市公園条例

２　事業コスト・指標値の推移

事
業
コ
ス
ト
等

区　　　　　分
21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

5,194 3,486

(決算） (決算） (決算）

2,920

人　件　費 （人・千円）

内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

任期付短時間勤務職員

非常勤職員

アルバイト

事　業　費（千円） 5,403

支  出  合  計   Ａ 10,323 8,894 5,486 4,480

財
源

4,480

受益者負担率 Ｂ÷Ａ

5,486

保存樹木指定数

五月山草刈面積

10,323 8,894

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

すでにボランティア活動の一環や公社による
笹刈は実施しているが、同様に、危険な場所
での作業として業者施工が必要になるため

指
標
値

区　　　　　分 内　　　　　　　　容 単位

花いっぱい運動花苗配布数

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

昭和56年度より、市民の森をつくる会が発足し、市民の森計画を策定し、
計画に沿って事業展開している。近年では、平成15年から市民の森をつ
くる会と協働で、市民の森にサクラや紅葉、ドウダンツツジなどを植栽して
いる。今後も、引き続き活動を支援していく。

３　成果の達成状況

選択の
理　由

花いっぱいや保存樹木などの緑化推進事業
は環境をまもる課へ移行した。五月山の植樹
祭などは今後もみずとみどりの課で実施して
いくため必要不可欠である。

一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時　限

実 施 未 実 施

Ａ　目標に向かって順調に推移している

Ｂ　目標に向かって順調に推移していない

Ｃ　判断できない

１　事業内容・手法を改善

２　現在の事業内容を継続

３　事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

企業会計



（ ）
財務会計上
の短縮番号

3051 6

（直近）

91.5%

0.25人 2,050 0.25人 1,560 0.35人 2,800 0.30人 2,340 179.5%

0.25人 2,050 0.15人 1,200 0.35人 2,800 0.30人 2,340 233.3%

0 0.10人 360 0 0 0.0%

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

95.0%

国・府支出金 - 

受益者負担　 Ｂ - 

その他財源 - 

一般財源      95.0%

- 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） 件 24 24 24 24 24

（2）

（3）

（4）

選択の
理　由

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ） （ ）

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

担当部課名 都市建設部みずとみどりの課

担当課長名 菖蒲　孝司

１　事務事業の概要

施策名 良好な自然環境を生かしたまちづくり

第1期実施計画の事業名 街路樹等管理事業

財務会計上の事業名 街路樹等管理事業

事業の対象【誰（何）を】 市民

事業の手段【どうする（させる）ことで】 財）池田市公共施設管理公社による適切な管理

事業の目的【どのような結果を得るか】 街路樹を良好な状態に保つため維持管理を行う。

実施期間 （平成　　年度　～　） 　（平成　　年度～平成　　年度）

事業内容の見直し 平成　　年度

H23/H22

※見直し内容を記入

実施根拠

(予算）

※根拠となる法令の条項までを記入

２　事業コスト・指標値の推移

事
業
コ
ス
ト
等

区　　　　　分
21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

37,452 34,256

(決算） (決算） (決算）

39,740

人　件　費 （人・千円）

内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

任期付短時間勤務職員

非常勤職員

アルバイト

事　業　費（千円） 37,241

支  出  合  計   Ａ 39,291 39,012 37,056 42,080

財
源

42,080

受益者負担率 Ｂ÷Ａ

37,05639,291 39,012

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

市の責務

指
標
値

区　　　　　分 内　　　　　　　　容 単位

樹木のせん定等の年間件数

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

古くに道路整備した際、道路付属物として植樹されたものが多く、道路の
規模にあっていないのが現状である。
今後も適切な維持管理に努めるが、街路樹の再整備も必要と考えられ
る。

３　成果の達成状況

選択の
理　由 公社により適切に管理されているため

一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時　限

実 施 未 実 施

Ａ　目標に向かって順調に推移している

Ｂ　目標に向かって順調に推移していない

Ｃ　判断できない

１　事業内容・手法を改善

２　現在の事業内容を継続

３　事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

企業会計



（ ）
財務会計上
の短縮番号

（直近）

- 

0.20人 1,640 0.00人 0 0.00人 0 0.20人 1,560 - 

0.20人 1,640 0 0 0.20人 1,560 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

- 

国・府支出金 - 

受益者負担　 Ｂ - 

その他財源 - 

一般財源      - 

- 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） 18 21 70

（2）

（3）

（4）

選択の
理　由

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ） （ ）

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

担当部課名 都市建設部みずとみどりの課

担当課長名 菖蒲　孝司

１　事務事業の概要

施策名

第1期実施計画の事業名

財務会計上の事業名 猪名川サクラ植栽事業

事業の対象【誰（何）を】 市民

事業の手段【どうする（させる）ことで】 猪名川沿いにヤエザクラを植栽する。

事業の目的【どのような結果を得るか】 サクラの名所にする。

実施期間 （平成　　年度　～　） 　（平成　　年度～平成　　年度）

事業内容の見直し 平成　　年度

H23/H22

※見直し内容を記入

実施根拠

(予算）

※根拠となる法令の条項までを記入

２　事業コスト・指標値の推移

事
業
コ
ス
ト
等

区　　　　　分
21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

(決算） (決算） (決算）

8,000

人　件　費 （人・千円）

内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

任期付短時間勤務職員

非常勤職員

アルバイト

事　業　費（千円） 7,000

支  出  合  計   Ａ 8,640 0 0 9,560

財
源 8,000

1,560

受益者負担率 Ｂ÷Ａ

08,640 0

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

「ガーデンシティ・池田」構想の一環とし
て実施している

指
標
値

区　　　　　分 内　　　　　　　　容 単位

ヤエザクラ植栽本数

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

今後も積極的に猪名川の河川管理者と調整を図り、猪名川沿いをサクラ
の名所となるよう努める。さらに、猪名川だけでなく、他の場所について
も、検討していきたい。

３　成果の達成状況

選択の
理　由

猪名川河川管理者の許可次第で、で
きる限り継続して実施していきたいた
め

一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時　限

実 施 未 実 施

Ａ　目標に向かって順調に推移している

Ｂ　目標に向かって順調に推移していない

Ｃ　判断できない

１　事業内容・手法を改善

２　現在の事業内容を継続

３　事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

企業会計



（ ）
財務会計上
の短縮番号

5140

3052 1

（直近）

100.4%

0.50人 4,100 0.50人 3,560 0.95人 5,400 0.35人 2,520 151.7%

0.50人 4,100 0.40人 3,200 0.45人 3,600 0.30人 2,340 112.5%

0.00人 0 0.10人 360 0.50人 1,800 0.05人 180 500.0%

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

108.9%

国・府支出金 - 

受益者負担　 Ｂ 100.4%

その他財源 - 

一般財源      151.7%

92.2%

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） ヶ所 8 8 8 8 8

（2） ㎡ 46,333 46,294 46,294 46,294 46,294

（3）

（4）

選択の
理　由

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ） （ ）

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

担当部課名 都市建設部みずとみどりの課

担当課長名 菖蒲　孝司

１　事務事業の概要

施策名 良好な自然環境を生かしたまちづくり

第1期実施計画の事業名 公園維持管理事業

財務会計上の事業名 公園維持管理事業

事業の対象【誰（何）を】 市民

事業の手段【どうする（させる）ことで】 市民に対して必要な公園を借地し、提供する。

事業の目的【どのような結果を得るか】 市民に対して必要な公園を借地し、提供する。

実施期間 （平成　　年度　～　） 　（平成　　年度～平成　　年度）

事業内容の見直し 平成　　年度

H23/H22

※見直し内容を記入 公園に関するニーズが多種多様化し、さらにマナーの低下により要望が複雑化している。

実施根拠

(予算）

※根拠となる法令の条項までを記入 都市公園法、都市計画法

２　事業コスト・指標値の推移

事
業
コ
ス
ト
等

区　　　　　分
21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

18,042 18,115

(決算） (決算） (決算）

19,121

人　件　費 （人・千円）

内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

任期付短時間勤務職員

非常勤職員

アルバイト

事　業　費（千円） 18,802

支  出  合  計   Ａ 22,902 21,602 23,515 21,641

財
源

18,802 18,042 18,115 19,121

2,520

受益者負担率 Ｂ÷Ａ 82 84 77 759

5,400

借り上げ面積

4,100 3,560

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

所有者の好意により、無償借地している公園
もある。現在、有償で借地している公園につ
いて、本当に必要なのか疑問

指
標
値

区　　　　　分 内　　　　　　　　容 単位

公園用地借り上げ公園数

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

財政状況の悪く、計画公園の整備もできず、さらに要望も多様化し、増加
しているなかで、今後も有償で借地公園を管理し続ける必要性があるか
どうかを精査し、都市計画公園・緑地の見直しの中で、都市公園や借地
公園も含めて検討する必要がある。

３　成果の達成状況

選択の
理　由

市民1人当たり公園面積10㎡以上、確保できてい
る本市において、都市公園は充足していると考
え、今後、必要性のない借地公園を廃止していく
考えもできるため

一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時　限

実 施 未 実 施

Ａ　目標に向かって順調に推移している

Ｂ　目標に向かって順調に推移していない

Ｃ　判断できない

１　事業内容・手法を改善

２　現在の事業内容を継続

３　事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

企業会計



（ ）
財務会計上
の短縮番号

3052 2

（直近）

102.0%

0.45人 3,690 0.45人 3,160 0.40人 3,200 0.30人 2,340 101.3%

0.45人 3,690 0.35人 2,800 0.40人 3,200 0.30人 2,340 114.3%

0.00人 0 0.10人 360 0.00人 0 0 0.0%

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

102.0%

国・府支出金 - 

受益者負担　 Ｂ 93.7%

その他財源 - 

一般財源      104.2%

91.8%

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） ヶ所 133 133 134 134 134

（2）

（3）

（4）

選択の
理　由

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

平成24年度より、開設公園改修工事から計画的にリニューアルを行う事
業分が開設公園再整備事業に移行したことにより、開設公園改修工事と
公社補助金との事業内容の住み分けができず、重複している内容があ
る。そのため、今後は、市と公社の役割を明確にし、適切な維持管理を図
る必要がある。

３　成果の達成状況

選択の
理　由

市民1人当たり公園面積１０㎡以上を満たしている。
近年、自己中心的な要望やマナーの悪い利用者の増加による要望の増加
に対応する件数が増えていおり、今後は、開設公園の必要性を考え、廃止
も検討することにより、間接的に維持管理コストを削減するような合理的な管
理が必要であるため

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

行政サービスは低下するが、適切な公園
数にすることにより、最低限必要な維持
管理は可能。

指
標
値

区　　　　　分 内　　　　　　　　容 単位

開設公園数

178,654 191,841 199,989 221,754

受益者負担率 Ｂ÷Ａ 31 21 19 20

79,751 51,652 48,375 44,408

266,162

財
源

支  出  合  計   Ａ 258,405 243,493 248,364

263,822

人　件　費 （人・千円）

内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

任期付短時間勤務職員

非常勤職員

アルバイト

事　業　費（千円） 254,715 240,333 245,164

(決算） (決算） (決算） (予算）

実施根拠

２　事業コスト・指標値の推移

事
業
コ
ス
ト
等

区　　　　　分
21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

H23/H22

事業内容の見直し 平成　　年度

※見直し内容を記入

開設公園維持管理事業

事業の対象【誰（何）を】 市民

※根拠となる法令の条項までを記入 都市公園法、池田市都市公園条例

事業の目的【どのような結果を得るか】 開設公園を良好な状態に保つため維持管理を行う。

実施期間 （平成　　年度　～　） 　（平成　　年度～平成　　年度）

事業の手段【どうする（させる）ことで】 （財）池田市公共施設管理」公社への委託による適切な管理

担当課長名 菖蒲　孝司

１　事務事業の概要

施策名 良好な自然環境を生かしたまちづくり

第1期実施計画の事業名 開設公園維持管理事業

財務会計上の事業名

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

担当部課名 都市建設部みずとみどりの課

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ） （ ）一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時　限

実 施 未 実 施

Ａ　目標に向かって順調に推移している

Ｂ　目標に向かって順調に推移していない

Ｃ　判断できない

１　事業内容・手法を改善

２　現在の事業内容を継続

３　事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

企業会計



（ ）
財務会計上
の短縮番号

3052 3

（直近）

76.8%

0.55人 4,510 0.50人 3,780 0.55人 4,400 0.55人 4,290 116.4%

0.55人 4,510 0.45人 3,600 0.55人 4,400 0.55人 4,290 122.2%

0 0.05人 180 0 0 0.0%

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

78.0%

国・府支出金 173.7%

受益者負担　 Ｂ - 

その他財源 67.7%

一般財源      63.3%

- 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） ヶ所 5 8 11 3 134

（2）

（3）

（4）

選択の
理　由

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

平成24年度より、開設公園改修工事から計画的にリニューアルを行う事業分が開
設公園再整備事業に移行したことにより、開設公園改修工事と公社補助金との事
業内容の住み分けができず、重複している内容がある。そのため、今後は、市と公
社の役割を明確にし、適切な維持管理を図る必要がある。

３　成果の達成状況

選択の
理　由

市民1人当たり公園面積１０㎡以上を満たしている。
近年、自己中心的な要望やマナーの悪い利用者の増加による要望に対応
する件数が増えており、今後は、開設公園の必要性を考え、廃止も検討す
ることにより、量を減らし、質を高めるための改修が必要。

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

市が実施すべき内容であるため
（ただし、適正な量に減らし、質を高めること
が今後必要になる。）

指
標
値

区　　　　　分 内　　　　　　　　容 単位

工事件数

29,932 97,628 61,843 15,245

受益者負担率 Ｂ÷Ａ

8,813 9,736 6,592 10,269

25,514

財
源

21,510 16,000 27,785

支  出  合  計   Ａ 60,255 123,364 96,220

21,224

人　件　費 （人・千円）

内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

任期付短時間勤務職員

非常勤職員

アルバイト

事　業　費（千円） 55,745 119,584 91,820

(決算） (決算） (決算） (予算）

実施根拠

２　事業コスト・指標値の推移

事
業
コ
ス
ト
等

区　　　　　分
21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

H23/H22

事業内容の見直し 平成　　年度

※見直し内容を記入 社会資本整備計画に沿った事業については、公園再整備事業へ移行した

開設公園改修工事

事業の対象【誰（何）を】 市民

※根拠となる法令の条項までを記入 都市公園法、池田市都市公園条例

事業の目的【どのような結果を得るか】
開設公園の再整備工事や大規模改修工事を行い、公園利用者の利用しやすい公園を保
つため

実施期間 （平成　　年度　～　） 　（平成　　年度～平成　　年度）

事業の手段【どうする（させる）ことで】 公園の再整備や大規模改修

担当課長名 菖蒲　孝司

１　事務事業の概要

施策名 良好な自然環境を生かしたまちづくり

第1期実施計画の事業名 開設公園改修工事

財務会計上の事業名

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

担当部課名 都市建設部みずとみどりの課

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ） （ ）一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時　限

実 施 未 実 施

Ａ　目標に向かって順調に推移している

Ｂ　目標に向かって順調に推移していない

Ｃ　判断できない

１　事業内容・手法を改善

２　現在の事業内容を継続

３　事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

企業会計



（ ）
財務会計上
の短縮番号

3052 5

（直近）

112.9%

0.40人 3,280 0.40人 3,200 0.20人 1,600 0.35人 2,730 50.0%

0.40人 3,280 0.40人 3,200 0.20人 1,600 0.35人 2,730 50.0%

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

108.9%

国・府支出金 0.0%

受益者負担　 Ｂ - 

その他財源 2.5%

一般財源      630.0%

- 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） ｈａ 75 75 75 75 75

（2）

（3）

（4）

選択の
理　由

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ） （ ）

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

担当部課名 都市建設部みずとみどりの課

担当課長名 菖蒲　孝司

１　事務事業の概要

施策名 良好な自然環境を生かしたまちづくり

第1期実施計画の事業名 五月山緑地整備事業

財務会計上の事業名 五月山緑地整備事業

事業の対象【誰（何）を】 市民

事業の手段【どうする（させる）ことで】 五月山緑地の施設整備を行う。

事業の目的【どのような結果を得るか】 五月山緑地の保全を図りつつ、市民のレクリエーションの場として整備する。

実施期間 （平成　　年度　～　） 　（平成　　年度～平成　　年度）

事業内容の見直し 平成２２年度

H23/H22

※見直し内容を記入
平成22年度事業認可満了に伴い、都市計画法の事業認可期間の延伸及び今後の基本計画策定を行った。費用
対効果分析を行った結果、B/C＝1.5であり、今後も事業が必要と認識した。

実施根拠

(予算）

※根拠となる法令の条項までを記入 都市計画法、都市公園法

２　事業コスト・指標値の推移

事
業
コ
ス
ト
等

区　　　　　分
21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

47,451 53,576

(決算） (決算） (決算）

84,400

人　件　費 （人・千円）

内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

任期付短時間勤務職員

非常勤職員

アルバイト

事　業　費（千円） 83,583

支  出  合  計   Ａ 86,863 50,651 55,176 87,130

財
源

37,719 15,000 23,000

36,000 27,000 679 41,400

22,730

受益者負担率 Ｂ÷Ａ

54,49713,144 8,651

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

都市計画緑地　五月山緑地は、都市計
画事業として、市が整備すべき事業であ
るため

指
標
値

区　　　　　分 内　　　　　　　　容 単位

五月山緑地開設面積

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

本市総合計画に位置づけされており、猪名川と併せて市民の宝、誇りとなってい
る。また五月山は「ガーデンシティ・池田」のパラメータであり、池田のシンボルであ
るため、自然環境を保全し、特に南西部は市民のレクリエーションの場や憩いの場
として、防災性や安全性の向上を図り、利用者の利便性を向上させるため、今後も
事業を進めていく。

３　成果の達成状況

選択の
理　由

五月山緑地は市民のみならず、近隣市町村からの来園
者も多く、事業に対する費用対効果も十分に得られる事
業である。一定の用地取得が完了したため、今後も整備
計画に沿って、施設整備を進める必要がある。

一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時　限

実 施 未 実 施

Ａ　目標に向かって順調に推移している

Ｂ　目標に向かって順調に推移していない

Ｃ　判断できない

１　事業内容・手法を改善

２　現在の事業内容を継続

３　事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

企業会計



（ ）
財務会計上
の短縮番号

5225

3052 8

（直近）

100.0%

0.10人 820 0.10人 800 0.20人 1,600 0.20人 1,560 200.0%

0.10人 820 0.10人 800 0.20人 1,600 0.20人 1,560 200.0%

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

143.1%

国・府支出金 - 

受益者負担　 Ｂ - 

その他財源 - 

一般財源      143.1%

- 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） 人 3,642 3,042 3,261 3,000 3,200

（2） 回 3 3 3 3 3

（3） 日 10 10 10 10 10

（4）

選択の
理　由

(決算）

24 年度

3,034

事
業
コ
ス
ト
等

受益者負担率 Ｂ÷Ａ

非常勤職員

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

1,055

2,6551,913

21 年度

(決算）

22 年度

担当課長名 上田　義之

都市建設部　空港・総務課担当部課名

良好な自然環境を生かしたまちづくり

２　事業コスト・指標値の推移

（ ）

霊園墓参事業

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ）

施策名

１　事務事業の概要

財務会計上の事業名

霊園維持管理事業

事業の対象【誰（何）を】

事業の手段【どうする（させる）ことで】

五月山霊園墓参者

池田市広報誌に掲載し、ＰＲする。

第1期実施計画の事業名

事業の目的【どのような結果を得るか】

実施期間

五月山霊園墓参者に対し、盆、彼岸、に墓参バスを借上げ運行することにより、墓参者の利
便を図る

事業内容の見直し 平成１９年度

　（平成　　年度～平成　　年度）（平成　　年度　～　）

実施根拠

※根拠となる法令の条項までを記入

※見直し内容を記入

アルバイト

H23/H22

1,093 1,055 1,474

(予算）
区　　　　　分

事　業　費（千円）

(決算）

23 年度

人　件　費 （人・千円）

支  出  合  計   Ａ

財
源

任期付短時間勤務職員
内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

1,855

1,913 1,855 3,0342,655

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

民間バス事業者に委託済

内　　　　　　　　容

延べ運行回数

運行回数

天候等の状況により利用者数は増減するも
のの、利用者の要望は多く、事業の継続は
必要である。

選択の
理　由

３　成果の達成状況

指
標
値

区　　　　　分 単位

利用者数

バスの低床車両化のため、急坂道の運行が課題であるが、利用者が定着
しているなかで今後も継続する必要がある。

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時　限

実 施 未 実 施

Ａ　目標に向かって順調に推移している

Ｂ　目標に向かって順調に推移していない

Ｃ　判断できない

１　事業内容・手法を改善

２　現在の事業内容を継続

３　事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

企業会計



（ ）
財務会計上
の短縮番号

5230

3052 8

（直近）

97.6%

0.25人 2,050 0.25人 2,000 0.35人 2,800 0.30人 2,340 140.0%

0.25人 2,050 0.25人 2,000 0.35人 2,800 0.30人 2,340 140.0%

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

108.2%

国・府支出金 - 

受益者負担　 Ｂ 497.1%

その他財源 - 

一般財源      40.8%

459.6%

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） 基 2,734 2,734 2,897 2,897 2,897

（2）

（3）

（4）

選択の
理　由

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ） （ ）

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

担当部課名 都市建設部みずとみどりの課

担当課長名 菖蒲　孝司

１　事務事業の概要

施策名 良好な自然環境を生かしたまちづくり

第1期実施計画の事業名 霊園維持管理事業

財務会計上の事業名 霊園維持管理事業

事業の対象【誰（何）を】 市民及び利用者

事業の手段【どうする（させる）ことで】 霊園の適切な維持管理

事業の目的【どのような結果を得るか】 霊園の適切な維持管を良好な状態に保つため、維持管理を行う。

実施期間 （平成　　年度　～　） 　（平成　　年度～平成　　年度）

事業内容の見直し 平成　　年度

H23/H22

※見直し内容を記入

実施根拠

(予算）

※根拠となる法令の条項までを記入 池田市霊園使用条例

２　事業コスト・指標値の推移

事
業
コ
ス
ト
等

区　　　　　分
21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

6,048 5,905

(決算） (決算） (決算）

6,159

人　件　費 （人・千円）

内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

任期付短時間勤務職員

非常勤職員

アルバイト

事　業　費（千円） 5,855

支  出  合  計   Ａ 7,905 8,048 8,705 8,499

財
源

2,681 1,188 5,905 6,159

2,340

受益者負担率 Ｂ÷Ａ 34 15 68 263

2,8005,224 6,860

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

民間活力を導入すると、今以上に効果が
あるかどうかは不明であるが、事業をすべ
て任すことは可能と考えられるため

指
標
値

区　　　　　分 内　　　　　　　　容 単位

墓所数

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

高齢社会を向かえ本市の高齢化も進んでいるため、今後、墓地需要は高まること
が予想できる。（Ｈ20年4月　20.2％、Ｈ24年4月　22.6％）
今後、施設の老朽化による更新やバリアフリー化などの対策が必要になるが、財
政状況を考えると、大規模修繕は困難であるため、一層適切な日常管理が必要で
ある。

３　成果の達成状況

選択の
理　由 適正な維持管理が実施されている。

一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時　限

実 施 未 実 施

Ａ　目標に向かって順調に推移している

Ｂ　目標に向かって順調に推移していない

Ｃ　判断できない

１　事業内容・手法を改善

２　現在の事業内容を継続

３　事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

企業会計



（ ）
財務会計上
の短縮番号

3052 9

（直近）

- 

0.00人 0 0.00人 0 0.30人 2,400 0.00人 0 - 

0.00人 0 0 0.30人 2,400 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

- 

国・府支出金 - 

受益者負担　 Ｂ - 

その他財源 - 

一般財源      - 

- 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） 基 2,734 2,734 2,897 2,897 2,897

（2）

（3）

（4）

選択の
理　由

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ） （ ）

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

担当部課名 都市建設部みずとみどりの課

担当課長名 菖蒲　孝司

１　事務事業の概要

施策名 良好な自然環境を生かしたまちづくり

第1期実施計画の事業名 五月山霊園整備事業

財務会計上の事業名 五月山霊園整備事業

事業の対象【誰（何）を】 市民及び利用者

事業の手段【どうする（させる）ことで】 霊園の整備

事業の目的【どのような結果を得るか】
墓地取得希望者の要請に応えるため、都市公園墓園である五月山霊園の造成を行い、墓
地の区画の増設を行い、市民への利便性の向上を図る。

実施期間 （平成　　年度　～　） 　（平成　　年度～平成　　年度）

事業内容の見直し 平成　　年度

H23/H22

※見直し内容を記入

実施根拠

(予算）

※根拠となる法令の条項までを記入 池田市霊園使用条例

２　事業コスト・指標値の推移

事
業
コ
ス
ト
等

区　　　　　分
21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

24,317

(決算） (決算） (決算）

人　件　費 （人・千円）

内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

任期付短時間勤務職員

非常勤職員

アルバイト

事　業　費（千円）

支  出  合  計   Ａ 0 0 26,717 0

財
源 24,317

0

受益者負担率 Ｂ÷Ａ

2,4000 0

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

都市計画上、墓園として、適切にゾーニ
ングしており、今後も墓地需要に応じて、
市が実施すべきものであるため

指
標
値

区　　　　　分 内　　　　　　　　容 単位

墓所数

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

高齢社会を向かえ本市の高齢化も進んでいるため、墓地需要は高まることが予想
できる。（Ｈ20年4月　20.2％、Ｈ24年4月　22.6％）
今後、施設の老朽化による更新やバリアフリー化など、計画的な維持管理が求め
られる。

３　成果の達成状況

選択の
理　由

墓地の需要に応じて計画的に墓地造成を行
うことにより、安定供給が可能。
墓地使用料の収入により一時的な財源確保
が可能

一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時　限

実 施 未 実 施

Ａ　目標に向かって順調に推移している

Ｂ　目標に向かって順調に推移していない

Ｃ　判断できない

１　事業内容・手法を改善

２　現在の事業内容を継続

３　事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

企業会計



（ ）
財務会計上
の短縮番号

3052 11

（直近）

100.0%

0.20人 1,640 0.20人 1,600 0.20人 1,600 0.00人 0 100.0%

0.20人 1,640 0.20人 1,600 0.20人 1,600 0 100.0%

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

100.0%

国・府支出金 100.0%

受益者負担　 Ｂ - 

その他財源 - 

一般財源      100.0%

- 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） 人 186 277 301

（2）

（3）

（4）

選択の
理　由

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ） （ ）

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

担当部課名 都市建設部みずとみどりの課

担当課長名 菖蒲　孝司

１　事務事業の概要

施策名 良好な自然環境を生かしたまちづくり

第1期実施計画の事業名 公園施設情報デジタル化事業

財務会計上の事業名 公園施設情報デジタル化事業

事業の対象【誰（何）を】 市民

事業の手段【どうする（させる）ことで】 公園台帳の整理とデジタル化（主に都市計画公園２２公園）

事業の目的【どのような結果を得るか】
開設公園の台帳を整備、デジタル化することにより、事務の効率化を図るとともに施設の整
備や保全の計画策定に活用する。

実施期間 （平成　　年度　～　） 　（平成２１年度～平成２３年度）

事業内容の見直し 平成　　年度

H23/H22

※見直し内容を記入

実施根拠

(予算）

※根拠となる法令の条項までを記入 都市公園法

２　事業コスト・指標値の推移

事
業
コ
ス
ト
等

区　　　　　分
21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

6,615 6,615

(決算） (決算） (決算）

人　件　費 （人・千円）

内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

任期付短時間勤務職員

非常勤職員

アルバイト

事　業　費（千円） 6,615

支  出  合  計   Ａ 8,255 8,215 8,215 0

財
源

6,615 6,615 6,615

0

受益者負担率 Ｂ÷Ａ

1,6001,640 1,600

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

都市公園法第1７条により、台帳整備は
公園管理者の義務であるため

指
標
値

区　　　　　分 内　　　　　　　　容 単位

緊急雇用人数

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

都市公園法に基づき公園台帳整備は必要であるが、すべての公園につ
いて整備するためには、費用も労力もかかるため、今後も緊急雇用創出
事業などさまざまな手法を活用して整備していきたい。

３　成果の達成状況

選択の
理　由

都市計画公園22公園が台帳整理及びデジタル化
が完成したが、五月山緑地は大規模緑地であり、
費用がかかるため、実施できていないのが現状。
今後、引き続き実施したいと考えているため

一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時　限

実 施 未 実 施

Ａ　目標に向かって順調に推移している

Ｂ　目標に向かって順調に推移していない

Ｃ　判断できない

１　事業内容・手法を改善

２　現在の事業内容を継続

３　事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

企業会計



（ ）
財務会計上
の短縮番号

3052

（直近）

45.0%

0.00人 0 0.20人 1,600 0.20人 1,600 0.00人 0 100.0%

0 0.20人 1,600 0.20人 1,600 0 100.0%

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

60.1%

国・府支出金 - 

受益者負担　 Ｂ - 

その他財源 - 

一般財源      60.1%

- 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） ｈａ 2,893 2,893

（2）

（3）

（4）

選択の
理　由

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ） （ ）

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

担当部課名 都市建設部みずとみどりの課

担当課長名 菖蒲　孝司

１　事務事業の概要

施策名 良好な自然環境を生かしたまちづくり

第1期実施計画の事業名

財務会計上の事業名 井口堂公園整備事業

事業の対象【誰（何）を】 市民

事業の手段【どうする（させる）ことで】
都市計画公園井口堂公園区域の一部を寄付採納を受け、管理施設工事を行い、開設す
る。

事業の目的【どのような結果を得るか】 公園として開設し、市民の利用に供する。

実施期間 （平成　　年度　～　） 　（平成２２年度～平成２３年度）

事業内容の見直し 平成　　年度

H23/H22

※見直し内容を記入

実施根拠

(予算）

※根拠となる法令の条項までを記入 都市公園法、池田市都市公園条例

２　事業コスト・指標値の推移

事
業
コ
ス
ト
等

区　　　　　分
21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

4,209 1,892

(決算） (決算） (決算）

人　件　費 （人・千円）

内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

任期付短時間勤務職員

非常勤職員

アルバイト

事　業　費（千円）

支  出  合  計   Ａ 0 5,809 3,492 0

財
源

0

受益者負担率 Ｂ÷Ａ

3,4920 5,809

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

都市計画公園・緑地の整備は、市が計画
的に実施する事業

指
標
値

区　　　　　分 内　　　　　　　　容 単位

開設面積

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

都市計画公園緑地は現在、約7割が開設済みであるが、残りの3割は、未
だに未整備であり、長期にわたり、土地利用に制限を掛けているのが現
状。今後は、都市計画公園緑地の廃止や変更などの見直しを行い、必要
な公園について、積極的に整備計画を検討していくべき。

３　成果の達成状況

選択の
理　由

井口堂公園整備事業は完了したが、今後、都市
計画公園・緑地で未着手は多く存在しているた
め、今後見直しが必要な公園・緑地については、
整備計画を検討する必要あり。

一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時　限

実 施 未 実 施

Ａ　目標に向かって順調に推移している

Ｂ　目標に向かって順調に推移していない

Ｃ　判断できない

１　事業内容・手法を改善

２　現在の事業内容を継続

３　事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

企業会計



（ ）
財務会計上
の短縮番号

3052

（直近）

- 

0.00人 0 0.00人 0 0.00人 0 0.50人 3,900 - 

0 0 0 0.50人 3,900 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

- 

国・府支出金 - 

受益者負担　 Ｂ - 

その他財源 - 

一般財源      - 

- 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） ｈａ 4 4

（2）

（3）

（4）

選択の
理　由

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ） （ ）

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

担当部課名 都市建設部みずとみどりの課

担当課長名 菖蒲　孝司

１　事務事業の概要

施策名 良好な自然環境を生かしたまちづくり

第1期実施計画の事業名 開設公園再整備事業

財務会計上の事業名 開設公園再整備事業

事業の対象【誰（何）を】 市民

事業の手段【どうする（させる）ことで】
近年、都市公園施設の老朽化が激しく、安全で安心して利用できる公園づくりと目指し、地
域住民と一緒に計画的に順次、リニューアルを行う

事業の目的【どのような結果を得るか】 現代のニーズにあったリニューアルができ、また、安全で安心して利用できるようになる。

実施期間 （平成　　年度　～　） 　（平成　　年度～平成　　年度）

事業内容の見直し 平成　　年度

H23/H22

※見直し内容を記入
Ｈ２４年度より、開設公園改修工事から計画的に進める社会資本整備総合交付金事業の都
市公園安全安心対策緊急総合支援事業計画に関する事業を移行した。

実施根拠

(予算）

※根拠となる法令の条項までを記入 都市公園法、池田市都市公園条例

２　事業コスト・指標値の推移

事
業
コ
ス
ト
等

区　　　　　分
21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

(決算） (決算） (決算）

103,641

人　件　費 （人・千円）

内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

任期付短時間勤務職員

非常勤職員

アルバイト

事　業　費（千円）

支  出  合  計   Ａ 0 0 0 107,541

財
源

41,000

36,900

29,641

受益者負担率 Ｂ÷Ａ

00 0

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

都市公園の管理者である池田市が利用
者のニーズにあった、安全で安心して利
用できる公園に再整備することは責務で
ある。

指
標
値

区　　　　　分 内　　　　　　　　容 単位

公園件数

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

安全で安心して利用できる公園再整備に併せて、地域住民と協働で地域
のニーズにあった公園へリニューアルすることで、以前より公園を利用し
ていただいているため、今後も引続き、再整備を進めていく。

３　成果の達成状況

選択の
理　由

公園利用者のニーズにあったリニューアルを実施
することによって、利用者が公園に愛着を持って
利用して頂けているため、今後も継続するべき

一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時　限

実 施 未 実 施

Ａ　目標に向かって順調に推移している

Ｂ　目標に向かって順調に推移していない

Ｃ　判断できない

１　事業内容・手法を改善

２　現在の事業内容を継続

３　事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

企業会計


